
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （中学校用）】

都道府県名 埼玉県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 伊奈町立南中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ３ ３ ０ ９
１９

生徒数 ８６ ９９ １１０ ０ ２９５

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

確かな学力の定着をはかる指導方法の工夫・改善
－数学科の習熟度別授業を中心として－

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・３年生・数学
生徒の理解の状況に差が出やすく習熟度別の授業が最も効果的な教科、
学年であると考えるため

・１，２年生・数学
少人数指導できめの細かい指導を実施したいため

( ) 年次ごとの計画2

平 ○ テーマ 確かな学力の定着をはかる指導方法の工夫・改善
成 ○ 研究の見通し（仮説）

学習指導要領のねらいに即した新しい学習指導を展開する中で指導方15
年 法の工夫・改善を図り、分かる授業を展開すれば、自ら学び、自ら考え
度 る能力や態度が育成され、確かな学力が身につけられる。

○ 研究の内容・方法
第３学年の数学で、習熟度別の授業を実施するとともに、１、２年生

では少人数指導を行い、個に応じた指導を実践していく。

平 ○ テーマ 確かな学力の定着をはかる指導方法の工夫・改善
成 ○ 研究の見通し（仮説）

学習指導要領のねらいに即した新しい学習指導を展開する中で指導方16
年 法の工夫・改善を図り、分かる授業を展開すれば、自ら学び、自ら考え
度 る能力や態度が育成され、確かな学力が身につけられる。

○ 研究の内容・方法
第３学年の数学で、習熟度別の授業を実施するとともに、１、２年生

では少人数指導を行い、個に応じた指導を実施していく。

( ) 研究推進体制3

学力を 学び続ける力 学「 」「
」「 、ぶために必要な力 学ぶ力

考える力」の３つで捉え、個
々の課題を重点的に話し合う
３つの部会を設定し、取り組
んだ。また、数学部会では特
に習熟度別の授業実践に取り
組んだ。



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

数学科の習熟度別の授業の成果
７月と 月に３年生11

を対象に習熟度別の数
学の授業に関するアン
ケートの結果において
下の表のようになり、
学習意欲の向上がみら
れる。
また、国立教育政

策研究所の問題では、
平均正答率が ％65
（ 月）から ％5 73
（ 月）に上昇。11

２．今後の課題

・確かな学力の定着のため、どのような指導方法が効果的なのか、さらに明らか
にしていく。

・生徒の実態に応じた具体的な指導方法や方策について明らかにしていく。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

・国立教育政策研究所の問題（一部） （５月、１１月、３月）
・習熟度別の授業についてのアンケート（５月、１１月、３月）
・埼玉県基礎学力テスト（２月）

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

町委嘱学校課題研究発表会（平成 年 月 日、伊奈町立南中学校）15 11 26
南部地区学力向上推進協議会連絡会（平成 年 月 日、伊奈町立南中学校）15 12 3
南部地区公立小・中学校等教頭研修会研究発表

（平成 年 月 日、さいたま市民会館うらわ大ホール）16 1 28
南部地区学力向上研究協議会（平成 年 月 日、桶川市民ホール）16 1 28

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級
７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
その他

【研究教科】 国語 社会 数学 理科
外国語 音楽 美術 技術・家庭
保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無

①習熟度別に分かれた授業で内容の理解度は変わりましたか。

②習熟度別の授業の感想はどうですか。

③習熟度別の授業で学力が向上したと思いますか。

わかるようになった（４７．５％） どちらともいえない（３９．８％） 変わらない（１２．６％）　　７月
（実施４ヶ月）

　１１月
（実施８ヶ月）

充実感がある（６０．１％） どちらともいえない（３５．０％）

向上した（３７．９％） どちらともいえない（４４．７％） 変わらない（１７．５％）

充実感がない（４．９％）

（１．９％）

（６７．０％） （２２．６％） （１０．４％）

（７３．６％） （２４．５％）

（５７．５％） （３２．１％） （１０．４％）

　　７月
（実施４ヶ月）

　１１月
（実施８ヶ月）

　　７月
（実施４ヶ月）

　１１月
（実施８ヶ月）
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